
事業名：令和４年度 地方消費者行政に関する先進的モデル事業
大規模イベント会場における食品ロス削減実証（委託事業者:楽天グループ株式会社）

事業の目的 「食品ロスの削減の推進に関する基本的な方針（令和２年３月31日閣議決定）」を踏まえた上で、2025年
大阪・関西万博の開催を見据え、来場者による飲食を伴う数万人規模の大規模イベントにおいて、来場者に対する啓発やフードドラ
イブを実施し、大規模イベント会場における食品ロス削減モデルを創出する。

事業概要 楽天生命パーク宮城での食品ロス削減実証
実証フィールド ：楽天生命パーク宮城（宮城県仙台市）
イベント区分 ：スポーツイベント（プロ野球公式戦）
実施日時 ：8月03日(水)18:00～ 東北楽天ゴールデンイーグルス×千葉ロッテマリーンズ戦

8月19日(金)18:00～ 東北楽天ゴールデンイーグルス×千葉ロッテマリーンズ戦
実施内容 ：①ナッジ（行動経済学）(※1）を応用した来場者向け広報を行い、食品ロス削減効果を図る実証実験の実施

②仙台市と連携した食品寄付活動「フードドライブ」の実施

対照群
6月、7月の
計7日程

処置群
8月3日/19日

VSロッテ戦

パターン分け 介入 効果検証 ③Recycle

食品ロス削減行動を
推奨するPRナシ

①食べ残し
量

②意識変容 スタジアム内で止む無く発生して
しまった食べ残しはバイオマス化

仙台しと連携してフードドライブ
を実施。寄付された食材はフー
ドバンク団体に提供

前後比較検証のため、
試合毎でパターン分け

スタジアム内及び公式SNS
等を活用して来場者に食品
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食品ロス削減量及びユーザーへのア
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検証方法：①測定調査（サンプル調査日と広報実施日の食品ロス排出量比較）
②アンケート調査（オンライン/当日の来場者への食品ロス削減の意識変容度合）

※1）ナッジ（nudge︓そっと後押しする）
人々が強制的にではなく、より良い選択を自発
的に取れるようにする方法

※広報物イメージ（一例）
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